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ご挨拶

⽇本消化器外科学会
理事⻑ 北川 雄光
（慶應義塾⼤学医学部外科学 教授）
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ポストコロナの新しい時代，新しいJESUSが始動します

本学会が消化器外科の基本⼿技，⾃らの⼿を動かして患者さんの命に向き合う消化器
外科医の醍醐味，喜びを研修医の皆様に伝える活動として2015年から開始した
Japanese skill education for young gastroenterological Surgeons (JESUS)も新型コロ
ナウイルス感染拡⼤のため⼤変⼤きな影響を受けました．2020年はコロナ禍のため中
⽌を余儀なくされましたが，「コロナに屈することなく若⼿を育てる」信念のもと，
2021年は猪股雅史実⾏委員会委員⻑はじめ全国各エリアの実⾏委員の皆様，若⼿⽀援
組織Under 40委員会の皆様のご尽⼒で，新しい形のJESUSが企画されオンラインで開
催いたしました．2022年は，コロナ禍が続く中でも皆様が安全に集うことができるよ
う第77回総会とリンクして，感染対策を講じた上で，現地での懇談やハンズオンセミ
ナーを開催することができました．この時は，コロナ禍により様々な活動が制限され
てきた研修医の皆様の熱意とエネルギーをあらためて痛感いたしました次第です．
本年から五井孝憲実⾏委員会委員⻑のもと，さらに充実したプログラムが企画されて
います．JESUSを経て消化器外科に進んだ先輩医師や，若⼿の活動を⾃ら創り出し，
活性化するU-40メンバーとの交流は研修医の皆様にとって⼤きな刺激になると期待し
ています．
消化器外科は，外科領域の中でも最も疾患頻度の多い領域であり，第⼀線の急性期病
院の中⼼を担っています．医療の現場で患者さんや仲間に頼りにされながら，⼒を発
揮することは何にも代え難い⼤きな喜びをもたらしてくれます．⾼い技術と信頼され
る⼈間性を⾝につけて，最前線で外科医として活躍できることは⽣涯の幸せをもたら
してくれます．消化器外科の未来を担う若者が⼀⼈でも多くJESUSから輩出されるこ
とを祈って私からのメッセージとさせていただきます．



ご挨拶

広報委員会
委員⻑ 五井 孝憲
（福井⼤学第⼀外科 教授）
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消化器外科の魅⼒をJESUSで体感しよう！

今年も全国からたくさんの研修医の皆さんをJESUSにお迎え出来た事を嬉しく思います．こ
のJESUSは⽇本消化器外科学会の北川雄光理事⻑が⾮常に⼒を注いでる取り組みの１つです．
JESUSは消化器外科の⼿技や外科医の仕事の魅⼒について研修医の皆さんによく知って頂く
ために2015年から開催されています．

消化器外科医の仕事は外科領域の中でも疾患頻度が多く，「⼈を助けたい」という皆さんが
医師の道を志した時の気持ちを1番経験出来る科ではないかと思います．私⾃⾝も全⾝管理
が出来る消化器外科医になり，患者さんをはじめ，⾝近な⼤切な⼈たちの助けになれている
事に⽇々幸せと達成感を感じています．

また昨今はAI技術が進化し，今後多くの仕事がAIによって奪われると⾔われていますが，消
化器外科医の⼿術技術に関してはまだまだ難しいだろうと私は思っています．⼈間の技術を
必要とし，⾃分の技術を磨けば磨くほど，⾃⾝の喜びになり⾃分の技術で勝負が出来る職⼈
のような消化器外科医という道は価値ある選択だったと考えています．

今年のJESUS 2023も創意⼯夫を凝らした内容になっています．学術総会との共同開催やU-
40委員会とのコラボによる中堅医師の指導や⽇本を代表するベテラン医師との交流，また今
年は新しく腸管吻合の他に器械吻合の⼿技も習得して頂き，⼿術⼿技の向上を図る事が出来
ます．

このJESUSの参加でより多くの外科の魅⼒に接し，皆さんの消化器外科への進路を切り拓く
⾜がかりになる事を講師陣⼀同，楽しみにしております．



参加者へのご案内とお願い

■開催前
✓当⽇の持ち物

本テキスト，筆記⽤具，健康保険証

✓当⽇の服装
暑い時期ですので，ノーネクタイ，カジュアルな動きやすい服装でご参加ください．

✓写真撮影
本学会Webサイトや紙媒体等に掲載するための写真を会場で撮影する場合があります．
写ることを拒否される⽅はお申し出ください．

✓会場案内・アクセス
函館アリーナ2階『サブアリーナ』（第4会場） 〒042-0932 函館市湯川町1-32-2

詳細はこちら（https://www.jsgs.or.jp/78/modules/about/index.php?content_id=3）
をご確認ください．

■開催中
✓受け付け

第78回⽇本消化器外科学会総会会場の【函館アリーナ総合案内】にて
参加証，領収書をお渡しします．
総合案内にて JESUS（ジーザス）参加 の旨をお伝えください．
参加証受け取り後は総会会場内を⾃由にご移動いただけます．
開会挨拶までに函館アリーナ2階『サブアリーナ』（第4会場）にお越しください．

✓⼿荷物
函館アリーナのクロークが終了していますので，
お⼿荷物は函館アリーナ2階『サブアリーナ』（第4会場）にご持参ください．
会場に簡易クロークを設置予定です．

■開催後
✓後⽇お送りするもの

集合写真を所定のサーバにアップロードしますので，各⾃ダウンロードをお願いします．
アンケートの回答にご協⼒ください．
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■函館アリーナ2階『サブアリーナ』（第4会場）

〜14:30 函館アリーナ総合案内にて参加証，領収書を受け取り，
2階『サブアリーナ』（第4会場）⼊⼝にて資料配付

14:30〜14:40 開会挨拶

挨拶 ⽇本消化器外科学会理事⻑

挨拶 広報委員会委員⻑ 五井 孝憲

14:40〜14:50 Under 40委員会から研修医へのメッセージ

14:50〜15:00 集合写真

15:00〜16:00 腸管吻合（グループA）
トレーニングボックス（グループB）
⼿術器械体験＆ベテラン消化器外科医と参加者との対談（グループC）

16:10〜17:10 腸管吻合（グループB）
トレーニングボックス（グループC）
⼿術器械体験＆ベテラン消化器外科医と参加者との対談（グループA）

17:20〜18:20 腸管吻合（グループC）
トレーニングボックス（グループA）
⼿術器械体験＆ベテラン消化器外科医と参加者との対談（グループB）

18:20〜18:30 閉会挨拶

挨拶 広報委員会委員⻑ 五井 孝憲

タイムスケジュール
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腸管吻合

Albert-Lembert法※にて豚⼩腸を2⼈1組になり吻合します．
最後にスポイトで⽔を⼊れ，きちんと吻合ができているかを確認します．

※事前に⼿技の動画をメールにてご案内いたします

ハンズオン等の紹介
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ハンズオン等の紹介
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トレーニングボックス

1⼈1台でラパロスーチャリングの⼿技を学びます．
委員がデモを実施しその様⼦を会場のスクリーンに映します．
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ハンズオン等の紹介
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⼿術器械体験

5⼈1組で，外科⼿術で使⽤する器械を⼿に取って使⽤体験いただきます．
トロッカー，⾎管クリップ，ステイプラ―，吻合器，超⾳波凝固切開装置の

機能と使⽤⽅法を理解いただく予定です．

テーブルレイアウト

4〜5名ずつ

委員⑮⑯⑰⑱⑲

4〜5名ずつ 4〜5名ずつ

ベテラン消化器外科医と参加者との対談

椅⼦レイアウト

委員⑳㉑

6〜7名ずつ 6〜7名ずつ



委員紹介

委員⻑ 五井 孝憲
福井⼤学第⼀外科

植村 守 ☆⑳
⼤阪⼤学消化器外科

塩崎 敦 □⑮
京都府⽴医科⼤学外科学教室

消化器外科学部⾨

瀧⼝ 修司 □⑯
名古屋市⽴⼤学消化器外科学

多⽥ 和裕 ◎①
⼤分⾚⼗字病院外科

野原 京⼦ □⑰
国⽴研究開発法⼈

国⽴国際医療研究センター外科

吉川 幸造 ☆㉑
徳島⼤学消化器外科

渡邉 純 ◆⑧
横浜市⽴⼤学附属市⺠総合医療センター

消化器病センター外科

腸管吻合担当：◎

トレーニングボックス担当：◆

⼿術器械体験担当：□

ベテラン消化器外科医と
参加者との対談：☆

広報委員会
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委員紹介

担当理事 調 憲
群⾺⼤学⼤学院総合外科学講座肝胆膵外科分野

委員⻑ 松⽥ 諭 ◆⑨
慶應義塾⼤学医学部外科学(⼀般・消化器)

伊藤 直 ◎②
名古屋市⽴⼤学⼤学院医学研究科消化器外科学

岡⽥ 拓久 ◎③
群⾺⼤学⼤学院総合外科学講座消化管外科学

⼩嶋 忠浩 □⑱
浜松医科⼤学外科学第⼆講座

阪⽥ ⿇裕 ◎④
浜松医科⼤学外科学第⼆講座

⾼橋 敦 ◎⑤
がん研有明病院肝胆膵外科

寺井 太⼀ ◎⑥
奈良県⽴医科⼤学消化器・総合外科

⻑瀬 勇⼈ ◆⑩
弘前⼤学消化器外科学講座

⼆階 春⾹ ◆⑪
岩⼿医科⼤学外科学講座

早川 俊輔 ◆⑫
名古屋市⽴⼤学⼤学院医学研究科消化器外科学

腸管吻合担当：◎

トレーニングボックス担当：◆

⼿術器械体験担当：□

Under 40委員会
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委員紹介

呉林 秀崇 ◆⑭
福井⼤学医学部第⼀外科

⽥海 統之 ◎⑦
福井⼤学医学部第⼀外科

腸管吻合担当：◎

トレーニングボックス担当：◆

JESUS実⾏委員
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林 沙貴 □⑲
⾦沢⼤学消化管外科学-乳腺外科学

丸⼭ 傑 ◆⑬
⼭梨⼤学医学部附属病院第⼀外科

トレーニングボックス担当：◆

⼿術器械体験担当：□

Under 40委員会







【お問い合わせ】

〒108-0073
東京都港区三⽥三丁⽬1番17号 アクシオール三⽥6階

Email：jesus2023@jsgs.or.jp
Tel：03-5427-5500

⼀般社団法⼈ ⽇本消化器外科学会
JESUS運営事務局（内⽥）
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